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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月29日(2020.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】空調ユニット
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物内部に設けられ、住宅内の複数の部屋を、１台または２台の空調機と複
数の送風機で空調する空調ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の空調ユニットは、吸い込んだ空気を空調機で温度調節した後に送風機で
複数の部屋に送風するものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　以下、従来の空調ユニットについて図５を参照しながら説明する。
　図５に示すように、空調ユニット１０１は、空気の流入口１０２ａが開口している箱状
筐体１０３を備え、この箱状筐体１０３内部は仕切り板１１０により、前面側のチャンバ
ー室１０２と背面側のダクト配設室１０８とに仕切っている。空調機本体１０４はチャン
バー室１０２の仕切り板１１０に空気の流入口１０２ａに対向して設置されている。そし
て、空調機本体１０４の下方の仕切り板１１０には、３台の天面側用ファン１０５Ａが取
り付けられるとともに、３台の底面側用ファン１０５Ｂが、仕切り板１１０の天面側用フ
ァン１０５Ａの下に取り付けられている。また、箱状筐体１０３の下部であってチャンバ
ー室１０２内には、底面側用ファン１０５Ｂが底面側に取り付けられている。
　天面側用ファン１０５Ａ及び底面側用ファン１０５Ｂと空調機本体１０４とを作動させ
ると、箱状筐体１０３外の空気が流入口１０２ａからチャンバー室１０２に流入する。さ
らに、チャンバー室１０２内上部の空調機本体１０４により、チャンバー室１０２内の空
気が冷風又は温風等に温度調整又は湿度調整され、空調機本体１０４によってチャンバー
室１０２の下方に向けて送風される。
　そして、チャンバー室１０２の中央部及び下部に設置された各天面側用ファン１０５Ａ
及び各底面側用ファン１０５Ｂがチャンバー室１０２内の空気を吸入部１０５ａから吸い
込み、天面側ダクト１０７Aや底面側ダクト１０７Bを通風して複数の部屋に送風するもの
である。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－９９０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の空調ユニット１０１では、送風機で複数の部屋に送風する風量が空調
機の吹き出し風量より多いと、送風機によってチャンバー室１０２に吸い込まれた空気の
一部が空調機に吸い込まれ、残りの空気は空調機をバイパスしてチャンバー室１０２内を
流れることになる。また、チャンバー室１０２に空気を取り込む開口部の位置によっても
、空調機をバイパスしてチャンバー室１０２内を流れることになる。チャンバー室１０２
で空調機から吹き出す温度調整された空気と、空調機をバイパスした温度調整されていな
い空気とが、チャンバー室１０２内で混合されずに複数の送風機にそれぞれ吸い込まれる
と、部屋によって送風される空気の温度が異なることになり、複数の部屋間に温度差が生
じ、部屋によっては充分に空調できないという課題があった。そのため、空調機から吹き
出す温度調整された空気と、空調機をバイパスした温度調整されていない空気とが、複数
の送風機の手前で混合され、温度差のない空気が各部屋に送風されることが要求されてい
た。
【０００５】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、空調機から吹き出す温度調整
された空気と、空調機をバイパスした温度調整されていない空気とを混合できる空調ユニ
ットを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の空調ユニットは上記目的を達成するために、取り入れた前記空気の一部は前記
空調機の吹出気流となり、前記空調機の吹出気流を前記前面壁に導く整流板を設け、前記
整流板は、エアコン吹出口中心線に中心を合わせてエアコン吹出口の幅の１／３～１／６
の範囲の横幅寸法を有し、前記空調機が運転されるときに形成される上下吹出領域の上部
を前記整流板で覆うことで、エアコン吸込気流とバイパス気流とに分け、前記吹出気流を
、前記バイパス気流と混合せずに前記前面壁まで流して前記バイパス気流と混合するもの
である。
　また、この手段により、空調機から吹き出す温度調整された空気と、空調機をバイパス
した温度調整されていない空気とを混合することができ、また、温度差の少ない空気を各
部屋に送風することができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば温度差の少ない空気を各部屋に送風できるという効果のある空調ユニッ
トを提供できる。
　また、空調ユニットを建物に設置して、試運転しながら調整できるという効果のある空
調ユニットを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１の空調ユニットの側面構成図
【図２】同空調ユニットの正面構成図
【図３】同空調ユニットの上面構成図
【図４】本発明の実施の形態２の空調ユニットの正面構成図
【図５】従来の空調ユニットの構成図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　本発明の実施の形態は、複数の送風機５の総送風量を空調機２０の送風量よりも多くし
、複数の送風機５によって形成されるチャンバー３内部での気流の上流側に空調機２０を
配置する。そして、空調機２０の下流側のチャンバー３内部に、空調機２０の吹出気流２
６の吹出領域幅に相当する大きさの仕切板開口部４２が形成されるように仕切板３６、３
８を配置する。空調機２０の吹出気流２６の吹出領域幅に相当する大きさは、空調機２０
の吹出気流２６の吹出領域幅に対して０．８倍～１．４倍であり、好ましくは１．０倍～
１．２倍である。仕切板開口部４２は、空調機２０の吹出気流２６の吹出領域幅に相当す
る大きさとする。仕切板開口部４２では、空調機２０の吹出気流２６と、空調機２０をバ
イパスしたチャンバー内部気流３４とが混合する。すなわち、空調機２０から吹き出す温
度調整された空気（吹出気流２６）と、空調機２０をバイパスした温度調整されていない
空気（チャンバー内部気流３４）とが撹拌され、温度差が少ない空気となって複数の送風
機５に吸引され、部屋に送風される。
　また、本発明の実施の形態は、複数の送風機５よって形成されるチャンバー内部気流３
４の上流側に、２台の空調機５１、５２を水平方向に並列に配置する。そして、２台の空
調機５１、５２の下流側のチャンバー３内部に、１台の空調機５１、５２の吹出気流６１
、６２の吹出領域幅に相当する大きさの仕切板開口部６４が形成されるように、仕切板５
３、５４をチャンバー３内に配置する。このように２台の空調機５１、５２を配置する場
合にも、仕切板開口部６４は、第１空調機５１又は第２空調機５２のいずれかの吹出領域
幅に対して０．８倍～１．４倍であり、好ましくは１．０倍～１．２倍である。第１空調
機５１又は第２空調機５２のいずれかの吹出領域幅に相当する大きさの仕切板開口部６４
を設けることで、２台の空調機５１、５２のどちらか一方の空調機５１、５２が運転停止
しても、空調機５１、５２の吹出気流６１、６２の吹出領域幅に相当する大きさの仕切板
開口部６４によって、空調機５１、５２の吹出気流６１、６２と空調機５１、５２をバイ
パスしたチャンバー内部気流３４とが混合し、空調機５１、５２の吹出気流６１、６２の
温度と空調機５１、５２をバイパスしたチャンバー内部気流３４とが攪拌したのち、複数
の送風機５に吸引されて、部屋に送風される。
　また本発明の実施の形態は、空調機２０を、複数の送風機５によって形成されるチャン
バー内部気流３４の上流側に配置するとともに、空調機２０の吹出気流域に隣接して、空
調機２０の前面から対向する前面壁３１に至る整流板４６を設けている。整流板４６によ
って、空調機２０をバイパスしたチャンバー内部気流３４の流れを遮り、空調機２０の吹
出気流２６が、対向する前面壁３１に到達したのちに、空調機２０をバイパスしたチャン
バー内部気流３４が混合し、空調機２０の吹出気流２６と空調機２０をバイパスしたチャ
ンバー内部気流３４とを攪拌したのち、複数の送風機５に吸引されて、部屋に送風される
。
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１１】
（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１を図１から図３に示す。
　図１は本実施の形態１の空調ユニットの側面構成図、図２は同空調ユニットの正面構成
図、図３は同空調ユニットの上面構成図である。
　図に示すように、空調ユニット２は、建物１の１階または２階の一角に設けられている
。空調ユニット２は、建物１の内部の造作物となるので、建物１の間取りによって制約を
受け、また室内空間を確保するため、最小限の面積に抑えられる。空調ユニット２は、建
物１の柱の間に配置されるので、床面積が３０～４０坪程度の一般的な住宅では１畳程度
の広さになり、奥行きは半間幅（９１０ｍｍ）、幅は一間幅（１８２０ｍｍ）が基本とな
る。奥行きは３／４間幅程度まで広げられることもある。
【００１２】
　この空調ユニット２の内部には、チャンバー３が形成されている。チャンバー３は、前
方を前面壁３１で、後方を後面壁３０で、側方をチャンバー右側壁４３とチャンバー左側
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壁３７とで、上方を上板１６で、下方を下板１７で覆われた箱状である。チャンバー３内
には、空調機２０及び送風機５を設置する機器取付壁４を設けている。空調機２０は機器
取付壁４の上部に設置され、複数の送風機５は機器取付壁４の下部に設置されている。本
実施形態では、５台の上段送風機６ａ、５台の中段送風機６ｂ、５台の下段送風機６ｃが
それぞれ並べて配置されているが、複数の送風機５の数量は、建物１の大きさにより異な
る。送風機５は全て同じ構成であり、箱状の送風機筐体７にシロッコファン８を設け、送
風機吸込口９はチャンバー３に向けて開口している。それぞれの送風機吸込口９には吸込
グリル１０が装着される。送風機吹出口１１にはダクト１２が装着されている。
　ダクト１２は建物１の各部屋等に送風するように配設されている。上段送風機６ａに接
続されたダクト１２は、機器取付壁４と空調ユニット２の間に形成したダクト空間１３を
通して空調ユニット２から上方向に導出され、天井裏１４に配設して各部屋に送風される
。中段送風機６ｂと下段送風機６ｃに接続されたダクト１２はともに空調ユニット２の下
方向に導出され、床下１５に配設して各部屋に送風される。中段送風機６ｂのダクト１２
との重なりを避けるため、下段送風機６ｃは中段送風機６ｂより中段送風機６ｂの内側に
設置されている。なお、ダクト１２の内径はΦ１５０ｍｍ程度であり、空調ユニット２の
上板１６と下板１７にはダクト１２が嵌合して貫通するダクト孔（図省略）が開口してい
る。
【００１３】
　空調機２０はセパレート型ルームエアコンの室内機であり、本体上部にエアコン吸込口
２１、本体下部にエアコン吹出口２２が形成され、エアコン吹出口２２には上下風向変更
羽根２３が設けられている。空調機２０は、建物１の大きさ等に依存する熱負荷計算にも
とづき能力が決定され、機器取付壁４の上部で複数の送風機５の上方に設置される。複数
の送風機吸込口９の水平方向に連接する幅は、エアコン吹出口２２の横幅よりも大きく、
空調機２０は複数の送風機吸込口９の水平の中心とエアコン吹出口中心線２４とがほぼ一
致するように設置されている。空調機２０を運転するとエアコン吸込口２１に向かうエア
コン吸込気流２５と上下風向変更羽根２３によって風向が制御されるエアコン吹出気流２
６が形成される。そして、エアコン吹出気流２６は左右吹出領域２７と上下吹出領域２８
を形成し、この中を通風する。そして、エアコン吹出口中心線２４とは、より正しくは左
右吹出領域２７の中心線のことであり、空調機２０によっては、この中心線と上下風向変
更羽根２３の中心線が一致しないものもある。
【００１４】
　チャンバー３の前面壁３１の上部には、空気流入口３２を空調機２０に対向させて開口
している。複数の送風機５によって、チャンバー３から各部屋に送風された空気は、各部
屋から廊下等に排出される。廊下等に排出された空気は、空気流入口３２に吸い込まれる
ことで、複数の送風機５による気流が建物１を循環し、リターン気流３３となって空気流
入口３２からチャンバー３に戻り、チャンバー内部気流３４が形成される。従って、空調
機２０は複数の送風機５で形成されるチャンバー内部気流３４の上流側に位置する。また
、複数の送風機５の送風量が空調機２０の送風量よりも多いと、チャンバー内部気流３４
が全て空調機２０を通風できないので、空気流入口３２から空調機２０をバイパスするバ
イパス気流３５が発生する。即ち、エアコン吹出気流２６とバイパス気流３５が合流して
チャンバー内部気流３４となる。
　なお、空気流入口３２はチャンバー３上部に開口しているが、廊下天井に通風孔を設け
て天井裏１４と各部屋を連通させ、チャンバー３の上部の天井裏１４から吸い込むように
しておいてもよい。
【００１５】
　上下風向変更羽根２３は斜め下向きにし、上下吹出領域２８がバイパス気流と合流して
チャンバー３に流れ、チャンバー内部気流３４となるように調整する。この時、上下吹出
領域２８の上側が空気流入口３２下端に位置するようにしておく。エアコン吹出気流２６
のごく少量が空気流入口３２下端からチャンバー３の外に吹き出しても、吹き出した空気
がリターン気流３３で戻されるため、性能上は問題なく、試運転でこの状況を確認しなが
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ら調整できる。
【００１６】
　空調機２０と複数の送風機５との間には、チャンバー右側壁４３と機器取付壁４と前面
壁３１とに囲まれる右仕切板３６と、チャンバー左側壁３７と機器取付壁４と前面壁３１
とに囲まれる左仕切板３８とが設けられる。右仕切板３６と左仕切板３８は、いずれも前
面壁３１と機器取付壁４に固定された仕切板保持部材３９によって、空気流入口３２の下
端より下側に着脱可能に保持されている。右仕切板３６の左端部４０は左右吹出領域２７
に入り込まないように設定し、左仕切板３８の右端部４１もまた左右吹出領域２７に入り
込まないように設定する。すなわち、右仕切板３６の左端部４０と左仕切板３８の右端部
４１の間は仕切板開口部４２となる。チャンバー３内は、右仕切板３６と左仕切板３８と
によって、空調機２０を配設した一方の空間と、送風機５を配設した他方の空間に区画さ
れる。右仕切板３６と左仕切板３８とは、空気流入口３２及び空調機２０の下部に設けて
いる。
【００１７】
　エアコン吹出口中心線２４に中心を合わせてエアコン吹出口２２の幅の１／３～１／６
の範囲、特に１／５程度の横幅Ｌ１の寸法を有する整流板４６が設置される。この整流板
４６は、空気流入口３２の下端部から整流板保持部材４７によって保持され、エアコン吹
出口２２の上方に向かって延伸するように配置されている。そして、上下風向変更羽根２
３の向きは、上下吹出領域２８の上部が整流板４６に沿うように設定されている。
【００１８】
　上記構成において、複数の送風機５と空調機２０を運転すると、空調機２０で温度調整
された吹出空気が複数の送風機５に吸引されて各部屋に送風され、各部屋を空調する。各
部屋に送風された空気は、空気流入口３２から空調ユニット２に戻る。このとき、戻った
空気は、チャンバー３上部でエアコン吸込気流２５とバイパス気流３５に分かれる。エア
コン吸込気流２５は温度調整されてエアコン吹出気流２６となり、バイパス気流３５とは
温度差が生じる。エアコン吹出気流２６とバイパス気流３５は、チャンバー３の水平断面
より面積が少ない仕切板開口部４２によって混ざりながら合流するので、ここで攪拌され
て温度差が少ないチャンバー内部気流３４となり、その後拡散して複数の送風機５によっ
て各部屋に送風され、温度差の少ない空気を各部屋に送風できる。
　また、上下吹出領域２８の上部が整流板４６で覆われた部分では、エアコン吹出気流２
６が、バイパス気流３５と混合せずに前面壁３１まで流れた後に、反転してバイパス気流
３５と混合するので、混合部が増え、仕切板開口部４２によってさらに攪拌されたチャン
バー内部気流３４となる。なお、左右吹出領域２７を広げる目的で、エアコン吹出口２２
には一対の左右風向羽根（図省略）が設置されており、エアコン吹出気流２６の向きを左
右に変更できる。左右風向羽根（図省略）を左右に向けて、空気を空調機２０の両側に広
げて吹き出させた場合でも、エアコン吹出口中心線２４部分では左右風向羽根（図省略）
の作用を受けずに正面に向かって吹き出すので整流板４６が機能する。
【００１９】
　空調ユニット２は建設現場で作成され、上記のように間取りの制約を受けて同じような
容積となり、同じような機器配置構成となる。一方、空調ユニット２に収納される空調機
２０は建物１の熱負荷に応じて能力が選定されるだけでなく、メーカー毎に大きさや風量
が異なり、建物１の大きさで複数の送風機の風量が異なることになるので、運転調整が必
要となる。
　空調ユニット２の運転調整は、上下吹出領域２８と左右吹出領域２７との方向と大きさ
を設定するもので、空調機２０を最適の状態で運転するために、エアコン吹出気流２６の
一部が前面壁３１に当たって反転しエアコン吸込気流２５となる、いわゆるショートサー
キットが生じないようにし、エアコン吹出気流２６の通風をスムーズにするために行う。
空調機２０と前面壁３１と間隔によっては、左右風向羽根（図省略）で左右吹出領域２７
を広げたほうが空調機２０の運転状態がよいこともある。
　次に、チャンバー内部気流３４が、仕切板開口部４２によって混ざりながら合流し、攪
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拌されて温度差が少なくなるように、仕切板開口部４２の位置と幅を調整する。
　よって、右仕切板３６と左仕切板３８は、それぞれチャンバー右側壁４３からエアコン
吹出口２２までの寸法Ｌ２とチャンバー左側壁３７のからエアコン吹出口２２まで寸法Ｌ
３にあわせて事前に作成する。そして試運転しながら、左右吹出領域２７に懸からないよ
うに寸法Ｌ２、寸法Ｌ３を調整する。右仕切板３６と左仕切板３８は方形の平板で着脱可
能に設置され、現場で運転調整が行いやすい空調ユニット２が提供される。
　右仕切板３６と左仕切板３８には、調整時の加工性を考慮すると、木製の板や硬質の発
泡樹脂材が最適である。
【００２０】
（実施の形態２）
　図４に示すように、空調ユニット５０の機器取付壁４の上部には、第１空調機５１と第
２空調機５２とが水平方向に並列に配置されている。第１空調機５１及び第２空調機５２
は、ともにセパレート型ルームエアコンの室内機である。なお、本実施の形態において、
実施の形態１と同一構成については説明を省略する。
【００２１】
　第１空調機５１および第２空調機５２と複数の送風機５の間のチャンバー３内部には、
チャンバー右側壁４３と機器取付壁４と前面壁３１とに囲まれる第１仕切板５３と、チャ
ンバー左側壁３７と機器取付壁４と前面壁３１とに囲まれる第２仕切板５４とが設けられ
る。第１仕切板５３と第２仕切板５４は、いずれも前面壁３１と機器取付壁４に固定され
た仕切板保持部材５５によって、空気流入口３２の下端より下側に着脱可能に保持されて
いる。第１仕切板５３の左端部５６は、第１空調機５１の吹出口中心線５７と一致するよ
うに設定され、第２仕切板５４の右端部５８は第２空調機５２の吹出口中心線５９に一致
するように設定されている。すなわち、第１仕切板５３の左端部５６と第２仕切板５４の
右端部５８の間が仕切板開口部６５となる。第１空調機５１のエアコン吹出気流６１と第
２空調機５２のエアコン吹出気流６２とは、それぞれの左右風向変更羽根（図省略）を調
節することで、エアコン吹出気流６１による第１左右吹出領域６３と、エアコン吹出気流
６２による第２左右吹出領域６４との幅を等しくし、仕切板開口部６５に向けて吹き出す
ようにしておく。エアコン吹出気流６１は第１左右吹出領域６３を形成し、エアコン吹出
気流６２は第２左右吹出領域６４を形成し、この吹出領域は重なるようにチャンバー３内
を通風する。
【００２２】
　上記構成において、複数の送風機５と第１空調機５１および第２空調機５２を運転する
と、第１空調機５１および第２空調機５２で温度調整された吹出空気は、仕切板開口部６
５においてともにバイパス気流３５と合流して撹拌され、その後拡散されて複数の送風機
５に吸引されて各部屋に送風され、温度差の少ない空気を各部屋に送風できる。各部屋に
送風された空気は、空調ユニット２に戻る。
【００２３】
　第１空調機５１と第２空調機５２は常に同じように運転するわけではない。エアコン吸
込気流２５の温度が同じであっても、第１空調機５１および第２空調機５２の吸い込みセ
ンサーのバラつきによって、一方の空調機が設定温度に達したとして送風だけの運転にな
ったり、送風を停止することもある。また、暖房時の室外機除霜運転により、一方の空調
機が送風を停止することもある。この場合においても、上記構成によって、第１空調機５
１または第２空調機５２で温度調整された吹出空気は、仕切板開口部６５においてバイパ
ス気流３５と合流して撹拌され、その後拡散されて複数の送風機５に吸引されて各部屋に
送風され、温度差の少ない空気を各部屋に送風できる。
　なお、実施例１に示したように、空調ユニット５０は現場で調整され、運転第１仕切板
５３と第２仕切板５４の寸法と、仕切板開口部６５の位置と広さもまた、現場で調整する
。
　また、空調ユニット２の奥行きが半間幅（９１０ｍｍ）を越える場合には、仕切板開口
部４２の機器取付壁４側に第３仕切板（図示せず）を設ける。この第３仕切板を、右仕切



(7) JP 2020-169813 A5 2020.12.10

板３６と左仕切板３８とに渡って配置することで、仕切板開口部４２の奥行き寸法を狭く
する。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明は、複数の部屋を有する住宅に適しているが、床面積の大きな商業施設や病院な
どの建物にも適用できる。
【符号の説明】
【００２５】
　１　建物
　２　空調ユニット
　３　チャンバー
　４　機器取付壁
　５　送風機
　６ａ　上段送風機
　６ｂ　中段送風機
　６ｃ　下段送風機
　７　送風機筐体
　８　シロッコファン
　９　送風機吸込口
　１０　吸込グリル
　１１　送風機吹出口
　１２　ダクト
　１３　ダクト空間
　１４　天井裏
　１５　床下
　１６　上板
　１７　下板
　２０　空調機
　２１　エアコン吸込口
　２２　エアコン吹出口
　２３　上下風向変更羽根
　２４　エアコン吹出口中心線
　２５　エアコン吸込気流
　２６　エアコン吹出気流
　２７　左右吹出領域
　２８　上下吹出領域
　３０　後面壁
　３１　前面壁
　３２　空気流入口
　３３　リターン気流
　３４　チャンバー内部気流
　３５　バイパス気流
　３６　右仕切板
　３７　チャンバー左側壁
　３８　左仕切板
　３９　仕切板保持部材
　４０　左端部
　４１　右端部
　４２　仕切板開口部
　４３　チャンバー右側壁
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　４６　整流板
　４７　整流板保持部材
　５０　空調ユニット
　５１　第１空調機
　５２　第２空調機
　５３　第１仕切板
　５４　第２仕切板
　５５　仕切板保持部材
　５６　左端部
　５７　吹出口中心線
　５８　右端部
　５９　吹出口中心線
　６１　エアコン吹出気流
　６２　エアコン吹出気流
　６３　第１左右吹出領域
　６４　第２左右吹出領域
　６５　仕切板開口部
　Ｌ１　横幅
　Ｌ２　寸法
　Ｌ３　寸法
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調機と複数の送風機とをチャンバー内に備え、
前記チャンバーは、前方を前面壁で、後方を後面壁で、側方をチャンバー右側壁とチャン
バー左側壁とで、囲われた箱状であり、
前記チャンバー内上部には、前記空調機を配置し、
前記チャンバーの外部から空気を前記チャンバー内に取り入れる空気流入口を前記空調機
近傍に配置し、
前記空調機の下部に複数の前記送風機を配置し、
前記空調機で調温された前記空気を前記送風機で吸い込み、吸い込んだ前記空気を前記送
風機に接続されたダクトから送風することで、住宅の複数の部屋を空調する空調ユニット
であって、
取り入れた前記空気の一部は前記空調機の吹出気流となり、
前記空調機の吹出気流を前記前面壁に導く整流板を設け、
前記整流板は、エアコン吹出口中心線に中心を合わせてエアコン吹出口の幅の１／３～１
／６の範囲の横幅寸法を有し、
前記空調機が運転されるときに形成される上下吹出領域の上部を前記整流板で覆うことで
、エアコン吸込気流とバイパス気流とに分け、前記吹出気流を、前記バイパス気流と混合
せずに前記前面壁まで流して前記バイパス気流と混合する
ことを特徴とする空調ユニット。
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